
　

市
は
、
昨
今
の
社
会
状
況
の
変

化
に
対
応
し
、
本
市
の
豊
か
な
農

林
業
を
次
世
代
に
繋
ぐ
た
め
、
昨

年
度
か
ら
10
年
間
を
計
画
期
間
と

す
る
新
た
な「
農
林
業
基
本
計
画
」

を
策
定
し
、「
市
民
と
農
林
業
者

が
と
も
に
目
指
す
豊
か
な
農
林
業

の
創
造
」
と
い
う
基
本
目
標
の
も

と
、
そ
の
実
現
に
向
け
、
市
、
農

林
業
者
を
は
じ
め
、
市
民
や
農
業

委
員
会
を
筆
頭
と
す
る
関
係
組
織

と
が
協
働
で
様
々
な
施
策
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
本
市
農
林
業
の
さ

ら
な
る
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
国
に
お
い
て
は
、
農
業

者
の
減
少
の
加
速
化
が
見
込
ま
れ

る
状
況
下
で
、
生
産
の
効
率
化
や

ス
マ
ー
ト
農
業
の
展
開
等
を
通
じ

た
農
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
、

分
散
し
た
圃
場
の
状
況
を
解
消

し
、
農
地
の
集
約
化
等
を
進
め
る

と
と
も
に
担
い
人
の
確
保
・
育
成

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
考
え
の
も
と
、「
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
」
な
ど
農
地
関
連

法
を
改
正
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
農
業
委
員
会

は
、
農
業
者
の
現
在
置
か
れ
て
い

る
状
況
や
今
後
の
農
業
経
営
の
意

向
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
の
意
向
に
基
づ
い
た
「
目
標
地

図
」
を
作
成
し
、
そ
の
後
市
町
村

が
、
そ
の
地
図
を
も
と
に
、
地
域

に
お
け
る
農
業
の
在
り
方
や
農
地

の
効
率
的
か
つ
総
合
的
な
利
用
に

関
す
る
目
標
等
を
定
め
た
「
地
域

計
画
」
の
策
定
を
行
う
こ
と
が
義

務
化
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
本
年
は

当
農
業
委
員
会
で
は
本

年
７
月
に
農
業
委
員
及

び
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
任
期
満
了
を
迎
え
る
こ

と
と
な
る
。
現
体
制
で
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
新
た
な
体
制
下
の
農

業
委
員
会
に
お
い
て
も
地
域
に
根

ざ
し
た
「
担
い
手
へ
の
農
地
の
集

積
」、「
遊
休
農
地
の
解
消
」、「
新

規
参
入
の
促
進
」
と
い
っ
た
農
地

利
用
の
最
適
化
活
動
の
推
進
に
加

え
、
時
々
刻
々
と
変
化
す
る
農
業

を
取
り
巻
く
情
勢
に
対
応
す
べ

く
、
今
後
も
市
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営
に

向
け
た
農
業
振
興
の
発
展
に
邁
進

し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

（1）　令和 5年 5月　
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　今年度の農業関係予算のうち農林緑政課の所管分は、
7,198万 9千円となります。その内訳として、有害鳥獣対
策や認定農業者支援などの農業振興事業の 974万 7千
円、学校給食や地元産農産物及び特産品支援などの地
産地消・食育推進事業に 375万円、農林業祭や農地の
多面的機能の維持を支援するなどの市民協働・交流推進
事業の1,146万 7千円となっています。そのほか、経営
所得安定対策などの営農推進事業は 830万5千円、農
道整備などの農業基盤の整備及び保全事業は 3,872 万
円となります。
　また、下水河川企画課及び下水河川事業課の農業関係
（農業基盤の整備事業及び河川・水路等の維持管理事業）
の予算額は、6億 8,019万 7千円となっています。
　本予算に基づく施策により、都市農地の多面的な機能
を発揮すべく、優良な農空間を保全・活用し、農業者の
生産活動、新規参入者の促進や担い手への農地集積など
本市農業の持続的発展を目指すものとなっています。

高槻市予算が成立令　和
５年度

審議を行う定例総会

濱田市長と農業に関する意見交換

　

令
和
５
年
度
の
農
業
委
員
会
事
業
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
今
年
度
も
本
計
画
に
基
づ
き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
持
続
可
能

な
農
業
経
営
に
向
け
た
農
業
振
興
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

農
業
委
員
会
事
業
計
画
を
決
定

高槻市農業委員会だより



令和5年 5月　（2）

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
権
利

関
係
や
経
営
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
法
に
基
づ
き
農
家
台
帳
を
整
備

し
て
い
ま
す
。
こ
の
台
帳
情
報
は
、

農
地
の
利
用
集
積
等
の
法
令
業
務
を

始
め
、
農
家
の
皆
さ
ま
か
ら
の
相
談

や
各
種
証
明
書
を
発
行
す
る
際
の
基

本
情
報
と
な
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
の
改
正
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る

農
業
の
在
り
方
や
農
地
の
利
用
に
関

す
る
目
標
等
を
定
め
た「
地
域
計
画
」

の
策
定
が
義
務
化
さ
れ
た
た
め
、
農

地
１
筆
ご
と
の
意
向
調
査
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
世
帯
員
や
就
農
状
況

等
を
「
農
家
台
帳
情
報
調
査
票
」、

皆
さ
ま
が
ご
所
有
さ
れ
て
い
る
農
地

そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
経
営
の
実
態
、
並

び
に
将
来
の
農
業
経
営
に
対
す
る
意

向
を
「
農
地
の
利
用
意
向
調
査
票
」

に
よ
り
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

本
調
査
は
、
将
来
の
地
域
農
業
を

考
え
て
い
く
上
で
非
常
に
重
要
な
調

査
と
な
り
ま
す
。
必
ず
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問合先

農
業
委
員
会
事
務
局

Tel
６
７
４
・
７
４
２
１

高槻市農業委員会だより

調
査
票
は
2
種
類

令和５年６月下旬から順次  農業委員会事務局から調査票を発送

令和５年８月末日を目途  ２種類の調査票を返送してください
※同封の返信用封筒をご利用ください（切手は不要です）

農地の所有者及び耕作者の全世帯農地の所有者及び耕作者の全世帯 郵送による調査郵送による調査
調査対象 実施方法

⬇



（3）　令和 5年 5月　

　現在、農業委員会が把握してい
る情報を「農家台帳情報調査票」
としてお送りします。内容を確認
していただき、あわせて返信くだ
さいますようお願いします。
　なお、修正が必要な場合は調査
票と同封する「記入例」を参考に
修正いただきますようお願いしま
す。

・依頼文
・農家台帳情報調査票（様式１）
・農地の利用意向調査票（様式２）
（個別農地の現状及び将来的な意向）
・記入例
・返信用封筒

高槻市農業委員会だより

送付物

※下線は返送が必要な書類



令和5年 5月　（4）

５
月
13
日
に
市
観
光
協
会
が
主
催
す
る
「
オ
ー
プ
ン
た
か
つ
き
」
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
今
春
も
緑
豊
か
な
景
観
を
保
つ
塚
脇
地
区
で
野
菜
の

収
穫
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
収
穫
す
る
野
菜
は
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
協
力

者
で
あ
る
髙
谷
委
員
が
丹
精
込
め
て
育
て
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
タ

マ
ネ
ギ
と
リ
ー
フ
レ
タ
ス
の
２
種
類
の
収
穫
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
農
業
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
自
然
に
触
れ
な

が
ら
収
穫

で
き
る
こ

と
の
喜
び

を
感
じ
、

と
て
も
有

意
義
な
時

間
を
過
ご

し
て
い
る

様
子
で
し

た
。

　４月 30 日に「たかつき春の農産物即売会」が
神服神社（宮之川原元町）で行われました。高槻
市農業振興団体協議会が主催するこのイベント
は、関係団体と多くの農家の方々が出店し、雨の
中、約 400 人が来場するにぎわいを見せました。
地元高槻の旬の野菜や米など、新鮮で安心・安全
な農産物や花苗を求め、大盛況となりました。

人事異動のお知らせ

令
和
４
年
度
事
務
処
理
状
況
ま
と
め

令
和
４
年
度
事
務
処
理
状
況
ま
と
め

種　　　　別 件
数

筆
数 面積 (㎡ )

相続税納税猶予適格者証明 10 41 22,136.15

引き続き農業経営を
行っている旨の証明 101 368 233,771.31

相続税の納税猶予に係る
特例農地等の利用状況 12 49 38,158.48

種　　　　別 件数 面積 (㎡ )

農用地利用集積計画 33 50,973.00

農地法第 18条第 6項の通知 6 5,227.00

農地法 許可申請・
届出の別 件数 面積 (㎡ )

第 3条
許可申請 28 27,241.22

届出 33 73,692.00

第 4条
許可申請（調整区域） 4 1,296.41

届出（市街化区域） 25 10,009.05

第 5条
許可申請（調整区域） 8 20,317.00

届出（市街化区域） 21 14,211.05

高 槻市農業委員会だより

★転入　　※４月１日付
　　　　髙谷　充志（新規採用）

★昇格　　※４月１日付
　主任　　樋上　智子　

事務局

★転入　 ※４月１日付
副主幹　河邉　正英（ 人権・男女共同参画課

副主幹から）
主査　　糸川　泰博（ 子ども保健課主査兼

子ども育成課主査から）
　　　　粂　克仁（新規採用）

★昇格　 ※４月１日付
主任　　田辺　未沙子
主任　　中庭　千香子
主任　　松本　幸介

★転出　　※４月１日付
　副主幹　山下　潤　（コミュニティ推進室
　　　　　　　　　　  副主幹へ）
　主査　　藤本　景子（障がい福祉課主査へ）
★退職　　※３月３１日付
　　　　　北川　洋平

農林緑政課

朝市の出店者たちと挨拶を交わす市長

大きなタマネギを収穫する子ども
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